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　こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

各
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
推
薦
と
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
町
政

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
期
待
と
そ

の
責
務
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
四
年
間
の
始
ま
り
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
使
命
感
で

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　一
期
目
に
実
行
し
た
「
新
し
い
挑
戦
」

を
「
次
の
ス
テ
ー
ジ
」
へ
と
繋
げ
ら
れ

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
先
人
が
築

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
礎
に
敬
意
を
表
し

な
が
ら
、
ま
ち
が
誇
る
資
産
を
守
り
、

未
来
を
担
う
世
代
の
期
待
に
応
え
る
使

命
感
を
も
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け

て
、「
今
、
な
す
べ
き
事
は
思
い
切
っ
て

打
つ
」
と
い
う
決
意
の
も
と
、
安
心
・

安
全
で
皆
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
新
化
さ
せ
、
町
民
の
豊

か
さ
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　さ
て
、
昨
今
の
急
激
な
人
口
減
少
と

超
高
齢
化
社
会
へ
の
突
入
は
、
土
庄
町

も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
現
実
を
直
視

し
、
将
来
を
的
確
に
予
測
し
な
が
ら
戦

略
的
に
町
政
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　高
齢
化
が
進
む
中
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
小
豆
島
中
央
病
院

を
中
核
に
、
地
域
が
と
も
に
助
け
合
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
充
実

に
努
め
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

の
言
葉
ど
お
り
、
生
涯
教
育
を
通
じ
た

人
づ
く
り
を
進
め
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
早
期
の
子
ど
も
園

の
開
園
や
、
小
豆
島
中
央
高
校
を
頂
点

と
す
る
一
貫
教
育
の
推
進
を
図
る
な
ど
、

特
色
あ
る
適
切
な
教
育
環
境
整
備
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
小
豆
島
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
ズ
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま

ち
の
活
性
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
の
更
新
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
包
括
協

定
を
締
結
し
た
大
学
の
「
知
」
を
活
用

し
な
が
ら
、
ま
ち
の
未
来
に
つ
な
が
る

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
を
目
指
し

ま
す
。

　そ
し
て
、
植
物
栽
培
シ
ス
テ
ム
研
究

所
で
の
最
先
端
の
実
証
実
験
や
、
小
豆

島
オ
リ
ー
ブ
牛
、
小
豆
島
島
鱧
と
い
っ

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
底
上
げ

に
よ
り
、
新
し
い
雇
用
の
創
出
の
み
な

ら
ず
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
観
光

振
興
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
ち
の
未
来
を
見
据
え
、
一
期
目
の

四
年
間
で
皆
さ
ま
と
と
も
に
蒔
い
た
種

が
、
地
域
に
根
を
張
り
、
大
輪
の
花
を

咲
か
せ
、
大
き
な
実
を
結
ぼ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
土
庄
町
に
は
、
過
去
か
ら

一
つ
一
つ
大
切
に
積
み
上
げ
て
き
た

「
今
」
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
歩
む
べ
き
「
未

来
」
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

高
齢
の
方
々
ま
で
、
す
べ
て
の
町
民
が

地
域
の
中
で
つ
な
が
り
、
築
き
上
げ
て

き
た
こ
の
ふ
る
さ
と
「
土
庄
町
」
を
、

町
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
ま
た
一
人

の
愛
郷
者
と
し
て
守
り
、
繋
い
で
ま
い

り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
も
、
一
日
一
日
を
大
切
に
一
層
の

努
力
を
重
ね
、「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主

役
」
と
な
れ
ま
す
よ
う
、
住
民
同
士
が

地
域
で
「
つ
な
が
る
」、
　そ
し
て
過
去

か
ら
未
来
へ
「
つ
な
が
る
」
ふ
る
さ
と

土
庄
町
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

　ま
ち
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
る
た

め
、
誠
実
に
、
粘
り
強
く
、
全
身
全
霊

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
二
期
目
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
の
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

再
生
か
ら
創
生
へ
。
そ
し
て
次
世
代
へ
！

町長就任２期目を

迎えるにあたって

土
庄
町
長

　三 

枝

　邦 

彦
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第十回特別弔慰金の請求は
平成30年4月2日まで！
第十回特別弔慰金の請求は
平成30年4月2日まで！

福祉課からのお知らせ

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27年４月
１日において「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」など
を受ける方（戦没者の妻や父母など）がいない場
合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支
給します。
　なお、請求期限を過ぎてしまうと支給できませ
んので、手続きがまだの方はお早めに町役場福祉
課に申請してください。

●戦没者等の死亡当時のご遺族で
　1.平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族

等援護法による弔慰金の受給権を取得した方

　2.戦没者等の子

　3.戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

　4.上記1から3以外の三親等内の親族

　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の
生計関係を有していた方に限る。

【支給内容】額面25万円、5年償還の記名国債

【請求期限】平成30年4月2日㈪まで

【申請・問い合わせ先】町役場福祉課　☎62-7002

土庄町入札参加資格審査申請書
追加受付のご案内

土庄町入札参加資格審査申請書
追加受付のご案内

総務課からのお知らせ

　平成30年度の追加受付を次のとおり実施しま
す。詳しくは、町役場総務課にお問い合わせくだ
さい。
●業務区分・様式
【区　分】建設工事
　　　　　測量・建設コンサルタント業務
【様　式】町ホームページからダウンロードできま
　　　　　す。（http://www.town.tonosho.kag
　　　　　awa.jp/tns/infolst.php?s=40）
【備　考】今回の申請から解体工事業の登録を受け

付けします。なお、期間中有効なとび・
土工工事業の入札参加資格を有してお
り、入札参加資格者名簿に登載されてい
る場合に限り、建設業法に基づく経過措
置により、当該経過措置期間中は、解体
工事の入札に参加することができます。

●●申込期間・提出方法
【期　間】2月13日㈫～2月23日㈮
　　　　　10時～12時／13時～15時
　　　　　※土・日曜日、祝日を除く
【場　所】町役場2階　第1会議室
【提出方法】新規分は持参のみ受け付けとなります。
　　　　　追加分は郵送での提出が可能です。
【申込・問い合わせ先】町役場総務課　☎62-7000

なぎさの島活動通信　第10号

「豆イチ＆無人島BBQ」
参加者の募集を開始！！

　サイクリングイベント「豆イチ＆無人島BBQ」の参加
者の募集を開始しました。
　今回はイベント名にも「豆イチ」（小豆島をサイクリン
グで一周すること）を入れ、より一層「豆イチ」の認知
度向上とPRをしていこうと思っています。
　前回のイベントでは、「参加者が何人集まるのかな」と
締め切りまでドキドキしながら待っていましたが、今年
はスポーツ文化ツーリズムアワードの入賞や、イベント
を取り上げていただいた各メディアの影響もあり、募集
開始とともに、申し込みの連絡が続いており、本当にう
れしく思っています。
　イベントの詳細は町のホームページ（http://www.
town.tonosho.kagawa.jp/tns/info5102.html）に
掲載していますので、ぜひご確認ください。

土庄町地域おこし協力隊
須藤 渚

▲「豆イチ＆無人島BBQ」ポスター
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税務課からのお知らせ

　税金の額を正しく計算するには、ご本人が収入などについて正しく申告していただく必要があります。
平成30年度（平成29年分）の町民税・県民税の申告受付を２月27日から３月15日までの間、下表のと
おり行いますので、該当する方は必ず申告をしてください。
　なお、申告には本人および被扶養者のマイナンバーの記載および提示が必要となります。

平成30年度（平成29年分）町民税・県民税
 申告は3月15日まで！

《 町・県民税申告受付日程 》

　軽自動車税は、４月１日現在で軽自動車や二輪車などを所有している方に課税されます。これらの車両を新し
く取得した場合や、名義や住所の変更、廃車などをした場合は、速やかに手続きをお願いします。
　なお、軽自動車税は自動車税と異なり、月割の課税制度がありません。４月２日以降に名義変更、廃車などの
手続きをしても、全額課税となります。

　平成30年1月1日現在、土庄町に在住で、平成
29年1月1日～12月31日において収入があった
方。ただし、収入がなかった方でも、国民健康保険
税および介護保険料、後期高齢者医療保険料、各種
福祉制度などの算定基礎になるため申告が必要で
す。

軽自動車などの名義変更・廃車の手続きはお早めに！

●申告が必要な方
　・印鑑（認め印可）
　・平成29年分の源泉徴収票など所得内容が記入

されている書類
　・マイナンバーが記載されている書類
　　（マイナンバーカード、通知カード、マイナン
　　　バーが記載された住民票など）
　・本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）
　　※写真がない本人確認書類は2点必要
　・年金などを受給されている方は平成29年分の

源泉徴収票
　・雑損、医療費、生命保険料、地震保険料、寄附

金の控除を受ける場合は、支払いの証明書類
　・国民年金保険料などに係る社会保険料控除を受

ける場合は、支払いの証明書類
　・繰越損失のある方は、前年の確定申告の控え
　・障害者控除を受ける場合は、身体障害者手帳
　・所得税が還付になる場合は、ご本人名義の振込

先口座
※2月27日～3月7日までは町役場での申告はで
きません。

※受付地区で申告ができなかった方は、3月8日
から3月15日の間（土・日曜日を除く）に、
町役場で申告をしてください。

●申告のとき必要なもの

　①平成29年分の確定申告書を税務署に提出する
方

　②平成29年中の給与所得がある方で、すでに年
末調整が終わり、追加の控除がない方

　　※ただし、雑損控除、医療費控除、寄附金控除な
どを受けようとする場合は申告が必要です。 

●申告を免除される方

受付地区 日　程 時　間 受付場所
2月 27日㈫ 11:00 ～ 15:30 

豊　島
2月 28日㈬ 10:00 ～ 15:00

豊島公民館

大　部 3月　1日㈭ 9:00   ～ 16:00 大部公民館
北　浦 3月　2日㈮ 9:00   ～ 16:00 北浦公民館
大　鐸 3月　5日㈪ 9:00   ～ 16:00 アクティブ大鐸

四　海
（伊喜末、 小江） 3月　6日㈫ 9:00   ～ 16:00

小江いこいの家

四　海
（長浜、滝宮） 3月　7日㈬ 9:00   ～ 14:00 長浜公堂

土庄・渕崎
（全地区）

3月　8日㈭～
3月 15日㈭

※土・日曜日を除く
9:00   ～ 17:00 町役場1階

（福利厚生室・町民相談室）

※駐車場は小江ポンプ場
西側の漁港用地をご利
用ください。

種　　　別 手続場所 問い合わせ先
原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車

町役場税務課 ☎62-7001

軽二輪車（125cc超～250cc以下）
二輪小型（250cc超）

香川運輸支局 ☎050-5540-2075

軽自動車（軽四輪・軽三輪） 軽自動車検査協会 ☎050-3816-3122

【問い合わせ先】
　（町・県民税の申告に関すること）
　 町役場税務課　☎62-7001
　（公的年金の源泉徴収票を紛失した場合）
　 ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
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税務課からのお知らせ

　給与所得控除額の上限額が、次
のとおり変更になります。給与収
入が1,000万円以下の方は、従来
どおり変更はありません。

平成30年度町民税・県民税の主な税制改正のご案内

平成30年度軽自動車税の税額が変更となります

【1】給与所得控除の見直し

　医療費控除の適用を受ける方は、申告書を提出する際、領収書の代わりに「医療費控除の明細書」の
添付が必要となります。ただし、経過措置として平成29年分から平成31年分までの間は従来通りの申告
が可能です。

【2】医療費控除の申告時の添付書類の見直し

　最初の新規検査を受けた月から13年を経過した車両は、重課税額が適用されます。対象は平成17年3月31日
までに新規検査を受けた車両です。平成29年度にグリーン化特例を適用した車両は、下表中央の税額になります。

●三輪・四輪以上の軽自動車（重課）

　税制改正により、グリーン化特例の適用期限が2年延長となります。平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
に最初の新規検査を受け、次の基準を満たす三輪・四輪の軽自動車は、平成30年度に限りグリーン化特例が適用されます。

●三輪・四輪以上の軽自動車（グリーン化特例）

【問い合わせ先】町役場税務課　☎62-7001

上限額が適用される給与収入額 給与所得控除の上限額

現　行
1,000万円以上1,200万円未満 収入額×0.95 - 170万円

1,200万円以上 収入額 - 230万円
平成30年度
（平成29年分） 1,000万円以上 収入額 - 220万円

車両区分 平成27年3月31日までに新規検査した車両 平成27年4月1日以降に新規検査した車両 新規検査後13年を経過した車両（重課税額）
三　輪 3,100円 3,900円 4,600円

5,500円 6,900円 8,200円
7,200円 10,800円 12,900円
3,000円 3,800円 4,500円
4,000円 5,000円 6,000円

四輪
以上

乗用

貨物

営業用
自家用
営業用
自家用

三　輪 1,000円 2,000円 3,000円
1,800円 3,500円 5,200円
2,700円 5,400円 8,100円
1,000円 1,900円 2,900円
1,300円 2,500円 3,800円

四輪
以上

乗用

貨物

営業用
自家用
営業用
自家用

軽課税率の
対象・要件

電気自動車・燃料電池自動車・
天然ガス自動車

・乗用車は、平成32年度燃費基準＋30％達成車
・貨物車は、平成27年度燃費基準＋35％達成車

・乗用車は、平成32年度燃費基準＋10％達成車
・貨物車は、平成27年度燃費基準＋15％達成車

軽課税率の区分 75％軽減税率 50％軽減税率 25％軽減税率

　健康の維持増進および疾病予防として一定
の取り組み（特定健診、予防接種、定期健康
診断、がん検診など）を行う個人の方。

●対象となる方

　セルフメディケーション推進のため、適切な健康管理の下で医療用医薬品からの代替を進める観点から、
現行の医療費控除の特例として、年間12,000円を超える一定の「スイッチОＴＣ医薬品」を購入した場
合の医療費控除（所得控除）の特例が新設されます。
　 なお、この特例の適用を受ける場合は、現行の医療費控除の適用を受けることはできません。

【3】セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）の創設

　医師が処方する医療用医薬品から、ドラッ
グストアなどで購入できるOTC医療品に適用
された医薬品 （スイッチOTC医薬品）など。
購入した医薬品が控
除対象であれば、領
収書などに識別マー
クが記載されていま
す。

●対象となる医薬品

　平成29年1月1日～平成33年12月31日（5年間）
●適用期間

　自己または自己と生計を同一にする配偶者やその他親族
に係る一定のスイッチOTC医薬品で1年間に支払った購入
対価の合計額のうち、12,000円を超える部分（控除額
の上限88,000円）
※購入対価のうち、保険金や損害賠償金で補填される部
分の金額を除く。

※申告の際は、「一定の取組」を明らかにする書類と対
象となる医薬品の薬品名や金額などが明記された領収
書などが必要です。

※セルフメディケーション税制の明細の添付が必要です。

●所得控除対象となる金額
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オリーブ園地品評会表彰式・
講習会のご案内

オリーブ園地品評会表彰式・
講習会のご案内

農林水産課からのお知らせ

　昨年9月に開催したオリーブ園地品評会の表彰式
が行われます。また、小豆郡内で果実出荷用にオリー
ブを栽培している方を対象に、オリーブの産地育成
と生産技術向上のための講習会も同日開催されます
ので、ぜひご参加ください。

オリーブの苗木配布・
講習会のご案内

オリーブの苗木配布・
講習会のご案内

●オリーブの苗木配布

　町内でオリーブ栽培を希望する方を対象に、オ
リーブ栽培者から提供を受けた苗木を配布します。
　苗木の受け取りを希望する方は、町役場農林水産
課にお申し込みください。

◆申込期間／2月13日㈫～2月28日㈬
◆苗木配布日／3月16日㈮ 10時～15時
　　　　　　　3月17日㈯ 10時～12時
◆配布場所／木香の浜（土庄町柳）
◆注意事項／
①苗木の申込本数が予定数に達し次第、受付を終
了します。

②苗木はご本人による申し込み、受け取りとしま
す。

③苗木の転売や譲渡は固くお断りします。
◆申込・問い合わせ先／
　町役場農林水産課　☎62-7007

●オリーブ植え付けのポイント講習会
　苗木の配布初日には、香川県小豆農業改良普及セ
ンターによる講習会が行われます。「昨年植えてみた
けど、うまく育たなかった」など、オリーブ栽培に
不安のある方や初めて栽培する方は、この機会にぜ
ひご参加ください。
◆と　き／3月16日㈮ 9時45分～
◆ところ／木香の浜（土庄町柳）
◆問い合わせ先／
　町役場農林水産課
   　☎62-7007

●表彰式および栽培管理のポイント講習会
◆と　き／2月13日㈫ 13時30分～14時45分
◆ところ／イマージュセンター2階 多目的ホール

オリーブ冬期栽培管理講習会のご案内オリーブ冬期栽培管理講習会のご案内
　小豆郡内で果実出荷用にオリーブを栽培している
方を対象に、オリーブ栽培にとって重要な「せん定」
の実技指導研修が行われます。申し込みは不要です
ので、直接現地にお集まりください。

●防除講習会（現地研修）
◆と　き／2月13日㈫ 15時15分～16時15分
◆ところ／池田港オリーブ園地（池田港西側埋立地）
　　　　　※雨天時は室内研修
◆問い合わせ先／町役場農林水産課　☎62-7007

◆と　き／2月21日㈬ 10時～12時
◆ところ／社会福祉法人ひまわり福祉会　畝木農園
　　　　　（土庄港から県道を小瀬方面に進み左手
　　　　　　の看板が目印）
◆備　考／
　当日、都合の悪い方は、小豆島町で2月21日と
22日の午後に同様の講習会を開催します。参加希
望の方は、事前にお問い合わせください。
◆問い合わせ先／
　小豆島オリーブ振興協議会事務局　☎75-0145
　町役場農林水産課　☎62-7007
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。
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じ
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す
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と
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ま
す
。
そ
の
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、「
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じ
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」
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く
す
に
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、
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に
「
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じ
め
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や
自
尊
感
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せ
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の
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ミ
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め
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の
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。
ま
た
、「
い
じ
め
」
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衆

や
傍
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含
む
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て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
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人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
弱
者
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対
す
る
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た
わ

り
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ど
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
豊
か
な
心

を
育
て
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
Ｉ
Ｔ
社
会
が
進
展
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
用

の
通
信
機
器
を
持
つ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち
の
話

を
聞
く
機
会
が
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
の
心
身
の

微
妙
な
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
極
め
て
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
子
ど
も
と
学
校
で
の

出
来
事
な
ど
を
話
し
合
う
時
間
を
作
る
よ
う
に
心

が
け
、「
い
じ
め
」
な
ど
の
早
期
発
見
に
意
欲
的

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
保
護
者
だ

け
で
な
く
、
周
囲
の
大
人
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
の

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

【
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
役
場
人
権
推
進
室
　
☎
６
２
ー

７
０
１
５
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企画課からのお知らせ

～ぜひご利用ください！～

土庄町空き家バンク制度
　町では、町内の空き家の有効活用と町内への移住・定住促進による地域の活性化を図るため、「土庄
町空き家バンク制度」を実施しています。
　この「土庄町空き家バンク制度」は、空き家を貸したい方、売りたい方に空き家物件を登録していた
だき、土庄町への移住希望者に物件情報を提供するものです。

Ⓠ. 利用される方は、売買と賃貸どちらの希望が多いですか？
A. 移住を希望される方は、どちらかといえば、売買よりも賃貸を希望される方の方が多いです。
Ⓠ. 空き家を所有しているが、住むには修繕しないといけない状況です。それでも登録できますか？
A.ある程度の修繕が必要な場合や物件内に家財道具などがある場合でも、登録可能です。ただし、老

朽化が著しく、大規模な修繕が必要な場合は、登録できないことがあります。登録が可能かどうか
物件確認をさせてください。なお、修繕については「土庄町空き家リフォーム支援事業補助金」の
活用もあわせてご検討ください。

空き家バンクへの登録・利用の流れ

空き家バンクに関するQ&A

●　空き家の所有者　●
空き家物件の登録を希望する方

①町役場企画課へ連絡
物件所在地や連絡先などをお伺
いします。

②町役場担当による物件の確認
担当による物件確認を行いま
す。登録可能な物件と判断した
場合は次に進みます。

③物件の登録および情報の提供
物件登録申込を行っていただ
き、町のホームページや窓口で
空き家情報を提供します。

④物件見学
移住希望者から物件見学の希望
があった場合、町が物件立会者
と日程を調整して、物件見学を
行います。

●　移住希望者　●
空き家の利用を希望する方

①空き家情報の取得
町のホームページや窓口で空き
家情報の提供を行っています。
②町役場企画課へ問い合わせ
登録空き家物件の情報などに関
するご質問をお受けします。
③見学日時の調整および利用登録
町が物件見学の日程を物件立会
人（所有者もしくは代理人）と
調整します。土庄町空き家バン
ク利用希望者登録申請書を提出
していただきます。
④物件見学
町役場に来ていただいて、町役
場担当・物件立会人とともに物
件見学をしていただきます。

　町では、空き家物
件の情報提供や連
絡調整を行います
が、空き家の物件の
あっせん・交渉・契
約などは行ってい
ません。所有者と
移住希望者の物件
に関する詳細な条
件などの交渉は、当
事者間で行ってい
ただきます。

土庄町役場
（空き家バンク）

⑤交渉・契約
所有者と移住希望者の当事者間で交渉を行います。
契約を結ぶ際には、宅建業者に仲介を依頼する方法をお勧めします。

 【問い合わせ先】町役場企画課　☎62-7014
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平
成
二
十
九
年
度
土
庄
町
成
人
式

新
成
人
の
門
出
と
感
謝
の
想
い

　土
庄
町
成
人
式
が
一
月
七

日
、
土
庄
町
立
中
央
公
民
館

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

成
二
十
九
年
度
の
新
成
人
一

三
七
名
の
う
ち
、
当
日
は
一

一
八
名
が
参
加
し
、
友
人
や

恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
成
人
を
代
表

し
て
山
本
利
恵
さ
ん
が
「
町

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
お
祝
い
と
成
人
と
し

て
の
心
構
え
や
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
責
任
の
重

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い

ま
す
。
新
成
人
と
し
て
の
素

直
で
伸
び
や
か
な
心
を
も
っ

て
、
二
十
一
世
紀
の
土
庄
町

が
活
力
あ
る
地
域
社
会
に
発

展
す
る
よ
う
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
ど
う
か
私
た
ち
の
未
来

を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
真
っ
直
ぐ
な
瞳
で
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
日
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
三
枝

瑞
穂
さ
ん
、
髙
橋
寛
敦
さ
ん
、

佐
伯
颯
太
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

友
人
や
先
生
、
家
族
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

佐
伯
さ
ん
は
「
実
家
を
離
れ
、

家
事
の
大
変
さ
や
家
族
の
あ

り
が
た
さ
を
す
ご
く
感
じ
ま

す
。
将
来
は
小
豆
島
に
帰
っ

て
人
を
助
け
る
仕
事
に
就
き

た
い
で
す
」
と
素
直
な
想
い

を
話
し
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

渕崎小学校
平林 和真さん

渕崎小学校
髙橋 寛敦さん

渕崎小学校
佐伯 颯太さん

四海小学校
山本 利恵さん

渕崎小学校
平林 千枝さん

土庄小学校
三枝 瑞穂さん

平穏
責任感のある
大人になりたい

仁
～思いやりの
　ある強い男～

小豆島で一生暮らし、
小豆島を守ること

ワインを
飲めるように
なりたい

郷土愛に溢れる
大人になる

〜

私
の

夢
〜

平成29年度「土庄町新成人アンケート」を実施しました！
1月7日、土庄町成人式の参加者を対象に「土庄町のイメージ」や「町に住むための条件」など、
今の気持ちをアンケートに記入してもらいました。貴重なご意見、ありがとうございました。

アンケートの結果

Q1.あなたの性別は。
　回答者数　75名
　　　男 性　35名
　　　女 性　40名

男
35名
（47%）

女
40名
（53%）

Q2.現在の住まいは
　　どちらですか。
　土庄町内　22名
　土庄町外
　　（県内）11名
　　（県外）42名　

土庄町内
22名
（29%）

土庄町外
（県内）
11名
（15%）

土庄町外
（県外）
42名
（56%）

Q3.土庄町に住み続けたい
　 （もどりたい）ですか。
　　は　い　41名
　　いいえ　12名
　　わからない　22名

Q4.土庄町のイメージを教えてください。（複数回答）
　①海や山がきれい  41名（55％）
　②現代アートで賑わっている  18名（24％）
　③宿泊、観光施設が多い  10名（13％）
　④都会からの移住者ブーム  7名（9％）
　⑤スーパーや小売店が多い  5名（7％）

Q5.土庄町に住み続ける（もどる）ために大切な条件・
　　理由は何ですか。（複数回答）
　①仕事がある　43名（57％）
　②家族や友だちがいる　33名（44％）
　③地元が好き　14名（19％）
　④温暖な気候と自然　11名（15％）
　〃子育て・教育環境が良い　11名（15％）

Q6.活用しているSNSは何ですか。（複数回答）

　①LINE　74名（99％）
　②Twitter　52名（69％）
　③Instagram　51名（68％）
　④Facebook　19名（25％）
　⑤その他　4名（5％）

はい
41名
（55%）

いいえ
12名
（16%）

わからない
22名
（29%）

未
来
に
向
か
っ
て

　
　　新
し
い
一
歩
を

　
　
　
　
　
　　踏
み
出
す
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た
。

佐
伯
さ
ん
は
「
実
家
を
離
れ
、

家
事
の
大
変
さ
や
家
族
の
あ

り
が
た
さ
を
す
ご
く
感
じ
ま

す
。
将
来
は
小
豆
島
に
帰
っ

て
人
を
助
け
る
仕
事
に
就
き

た
い
で
す
」
と
素
直
な
想
い

を
話
し
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

渕崎小学校
平林 和真さん

渕崎小学校
髙橋 寛敦さん

渕崎小学校
佐伯 颯太さん

四海小学校
山本 利恵さん

渕崎小学校
平林 千枝さん

土庄小学校
三枝 瑞穂さん

平穏
責任感のある
大人になりたい

仁
～思いやりの
　ある強い男～

小豆島で一生暮らし、
小豆島を守ること

ワインを
飲めるように
なりたい

郷土愛に溢れる
大人になる

〜

私
の

夢
〜

平成29年度「土庄町新成人アンケート」を実施しました！
1月7日、土庄町成人式の参加者を対象に「土庄町のイメージ」や「町に住むための条件」など、
今の気持ちをアンケートに記入してもらいました。貴重なご意見、ありがとうございました。

アンケートの結果

Q1.あなたの性別は。
　回答者数　75名
　　　男 性　35名
　　　女 性　40名

男
35名
（47%）

女
40名
（53%）

Q2.現在の住まいは
　　どちらですか。
　土庄町内　22名
　土庄町外
　　（県内）11名
　　（県外）42名　

土庄町内
22名
（29%）

土庄町外
（県内）
11名
（15%）

土庄町外
（県外）
42名
（56%）

Q3.土庄町に住み続けたい
　 （もどりたい）ですか。
　　は　い　41名
　　いいえ　12名
　　わからない　22名

Q4.土庄町のイメージを教えてください。（複数回答）
　①海や山がきれい  41名（55％）
　②現代アートで賑わっている  18名（24％）
　③宿泊、観光施設が多い  10名（13％）
　④都会からの移住者ブーム  7名（9％）
　⑤スーパーや小売店が多い  5名（7％）

Q5.土庄町に住み続ける（もどる）ために大切な条件・
　　理由は何ですか。（複数回答）
　①仕事がある　43名（57％）
　②家族や友だちがいる　33名（44％）
　③地元が好き　14名（19％）
　④温暖な気候と自然　11名（15％）
　〃子育て・教育環境が良い　11名（15％）

Q6.活用しているSNSは何ですか。（複数回答）

　①LINE　74名（99％）
　②Twitter　52名（69％）
　③Instagram　51名（68％）
　④Facebook　19名（25％）
　⑤その他　4名（5％）

はい
41名
（55%）

いいえ
12名
（16%）

わからない
22名
（29%）

未
来
に
向
か
っ
て

　
　　新
し
い
一
歩
を

　
　
　
　
　
　　踏
み
出
す
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【 

子
ど
も
の
健
康
相
談
室 

】

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科
　山
本
真
由
美 

先
生

〈 

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　お
た
ふ
く
か
ぜ
の
合
併
症 

〉

財務省 四国財務局×土庄町 共催

「政策アイデアシンポジウム」
～「地方創生☆政策アイデアコンテスト2017」地方創生担当大臣賞受賞報告会 ～

第1部 講演（13時30分～）第1部 講演（13時30分～）
①地方創生担当大臣賞受賞報告・政策アイデア詳細説明
　香川大学経済学部学生プロジェクトなえどこ
　四国財務局 地方創生支援のための若手プロジェク
　トチーム
②民泊新法の概要・空き家対策について
　四国地方整備局 建政部 橋本計画・建設産業課長
　四国地方整備局 建政部 太田住宅調整官
③香川県の観光の現状
　四国運輸局 観光地域振興課 菅地域係長
④古民家宿泊事業の事例紹介など
　せとうちDMO　 木村　洋
　(株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション)
⑤民泊事業紹介など
　株式会社百戦錬磨 地域振興二部 部長 小澤 正寛

第2部 パネルディスカッション（15時15分～）第2部 パネルディスカッション（15時15分～）
　「なえどこ」が地域活性化を狙って考え出した「迷
路民泊」。有識者や地元民間事業者がパネリストとし
て参加し、その可能性と課題について議論します。
【テーマ】
 「土庄町における空き家を活用した迷路民泊の可能性と課題」

【日程】2月18日(日) 13時30分～17時
【会場】土庄町立中央公民館2階　中会議室 
【定員】100名（先着順）
【申込方法】電話またはFAX

【備考】申込用紙は各地区公民館で受け取るか、町ホー
ムページからダウンロードしてください。

【申込・問い合わせ先】
　町役場企画課　☎62-7014　FAX62-4000

可燃粗大ごみ受け入れ一時停止のご案内可燃粗大ごみ受け入れ一時停止のご案内
住民環境課からのお知らせ

　小豆島クリーンセンターでは、第2期点検補修工事のため可燃粗大ごみの受け入れを2月26日から3月
16日まで停止します。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、不燃粗大ごみは、この期間も小江一般廃棄物最終処分場で受け入れできます。

【問い合わせ先】町役場住民環境課　☎62-7010

　昨
年
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ

の
お
子
さ
ん
が
比
較
的
多
い

年
で
し
た
。

　お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
流
行

性
耳
下
腺
炎
の
こ
と
で
、
ム

ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で

す
。
頚
部
（
首
）
の
両
側
が

腫
れ
る
と
「
お
た
ふ
く
」
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
発
熱
、

耳
下
腺
や
顎
下
腺
が
炎
症
を

お
こ
す
こ
と
に
よ
る
首
の
腫

れ
や
痛
み
の
ほ
か
に
、
い
く

つ
か
の
合
併
症
が
あ
り
ま

す
。　有

名
な
合
併
症
と
し
て

は
、
精
巣
炎
が
挙
げ
ら
れ
、

膵
炎
や
無
菌
性
髄
膜
炎
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
安
静
の
み
で
自

然
軽
快
し
ま
す
。

　注
意
し
た
い
合
併
症
に

は
、
重
篤
な
も
の
と
し
て
脳

炎
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
よ

り
多
く
発
生
す
る
も
の
と
し

て
「
ム
ン
プ
ス
難
聴
」
と
も

呼
ば
れ
る
難
聴
が
あ
り
ま

す
。
千
人
に
一
〜
三
人
く
ら

い
が
発
症
し
、
治
る
こ
と
は

な
く
、
片
側
の
場
合
や
両
側

の
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
片

側
の
場
合
に
は
難
聴
だ
と
気

づ
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　お

た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ

た
と
き
に
は
、
お
子
さ
ん
の

見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
近
づ

い
て
、
片
側
ず
つ
耳
の
近
く

で
指
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
反

応
を
み
る
よ
う
な
方
法
で
聴

力
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、

電
話
を
聴
く
と
き
に
同
じ
側

の
耳
し
か
使
っ
て
い
な
い

か
、
呼
ん
だ
と
き
に
反
応
の

薄
い
側
が
な
い
か
な
ど
注
意

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
合
併
症
が
あ
り
ま
す

が
、
予
防
接
種
で
対
策
で
き

る
感
染
症
で
す
。
ぜ
ひ
知
っ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　地域で何かやりたいと思う学生たちが集う「学び合える場づく
り」を目的に活動中。内閣府地方創生推進室が主催する「地方創
生☆政策アイデアコンテスト2017」の大学生以上一般の部に
おいて、「四国財務局若手PT」が支援した
「なえどこ」が小豆島・迷路のまちと空き
家・民泊を題材に発表し、最優秀賞にあた
る地方創生担当大臣賞を受賞しました。

香川大学経済学部学生プロジェクトなえどこ香川大学経済学部学生プロジェクトなえどこ

じ

かけ
い

ぶ せ
ん

が
っ

か

せ
ん

す
い
え
ん

ず
い
ま
く
え
ん

Ｈ30．21011



TopicsTown
■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。 町役場企画課　☎62－7014

小型動力ポンプ付き水槽車を更新しました
　小豆地区消防本部では、小型動力ポンプ付き水槽
車（乗車定員3名）を24年ぶりに更新し、小豆島西
消防署に配備しました。車両には2,500ℓの水を積載
しており、火災現場の近く
まで接近できることで迅速
な消火活動を行うことがで
きます。寒いシーズンは続
きますが、家庭の防火見直
しなど、災害のない明るい
まちづくりに引き続きご協
力をお願いします。

全国老人福祉施設研究会議　高知会議で
小豆島老人ホームが最優秀賞

　平成29年度全国老人福祉施設研究会議（高知会議）
の分科会実践研究発表会において、小豆島老人ホー
ムの岡上恵子さんらが「クラブ活動の実施と自由な
時間の過ごし方について」と題して発表を行いまし
た。入所者へのアンケートを通じて現状を把握し、
ニーズに応じたクラブ
活動の導入やレクリ
エーションルームの改
善などの事例を説明
し、見事に最優秀賞を
受賞しました。

1/21　小豆島ソフトバレーボール大会 結果発表

～優勝！おめでとうございます～
◎一般の部 ◎女子の部

moleten 小豆島オリーブクラブⅡ

　第1回小豆島ソフトバレーボール大会がフレトピア
ホールで行われ、一般の部8チーム、女子の部14チー
ムが参加し、熱戦を繰り広げました。

1/7　防災への決意新たに！消防出初式
　土庄町消防出初式が、土庄町総合会館で執り行わ
れ、消防本部職員と消防団員、関係機関ら約300名
が集い、地域を守る防災への決意を新たにしました。

式では、小型ポン
プ操法や部隊訓練
が行われ、団員た
ちの勇ましい姿に
大きな拍手が送ら
れました。

Town　Topics

1/12～13　サッカーJ2ファジアーノ岡山　2年ぶり5回目の小豆島キャンプ
　ファジアーノ岡山がウィンターキャンプのため土庄町を
訪問し、新加入16名を含む選手30名が野外活動センターで
2日間のトレーニングを行いました。多くの選手が入れ替
わったこともあり、短期間で選手たちの凝集性などを高め
るため、今キャンプでは1グループ約8名に分かれコミュニ
ケーションを深めるプログラムに取り組みました。限られ
た道具で課題を解決するには、常に発想と考えを共有しな
がら挑戦を繰り返すことが必要です。ひとつひとつの課題
を丁寧に、最後まで諦めず取り組む選手からは、今シーズ

ンの活躍を誓う強い覚悟を感じました。
キャンプ後、長澤監督から「新チームにとっ
て、島の自然や海などの非日常が選手に一
体感を与える」、「目の前の課題に協力する
ことは大人も子どもも同じ。島のサッカー
少年も、その本質を大切にがんばってもら
いたい」とエールをいただきました。

Town　Topics

今シーズン目指すは
Ｊ1昇格！

今シーズン目指すは
Ｊ1昇格！

会話と行動を何度も
繰り返す

会話と行動を何度も
繰り返す

難関課題に全力チャレンジ
難関課題に全力チャレンジ

Ｈ30．2 11



新 しい本
書　　　　名 著　　者

バースデイ・ガール
いのち
意識のリボン
森家の討ち入り
50代からしたくなるコト、なくていいモノ
飼う人
テーラー伊三郎
みさと町立図書館分館
カズオ・イシグロ
たゆたえども沈まず
母さん、ごめん。
鎌倉河岸捕物控　31　島抜けの女
仮面の君に告ぐ
キネマの天使
俺はエージェント
猫ヲ捜ス夢
定本　夢野久作全集　3
口入屋用心棒　39　隠し湯の効
呉漢　上・下
おもかげ
夜が明けたら、いちばんに君に会いにいく
ねこ町駅前商店街日々便り
ノーマンズランド
遺訓
藤沢周平遺された手帳
サハラの薔薇
かるい生活
生まれてくれてありがとう
カーテンコール！
愛おしきいのちのために

村 上 　 春 樹
瀬 戸 内 寂 聴
綿 矢 　 り さ
諸 田 　 玲 子
岸 本 　 葉 子
柳 　 　 美 里
川 瀬 　 七 緒
髙 森 美 由 紀
平 井 　 杏 子
原 田 　 マ ハ
松 浦 　 晋 也
佐 伯 　 泰 英
横 関 　 　 大
赤 川 　 次 郎
大 沢 　 在 昌
小 路 　 幸 也
夢 野 　 久 作
鈴 木 　 英 治
宮 城 谷 昌 光
浅 田 　 次 郎
汐 見 　 夏 衛
柴 田 よ し き
誉 田 　 哲 也
佐 藤 　 賢 一
遠 藤 　 展 子
下 村 　 敦 史
群 　 よ う こ
倉 本 　 美 香
加 納 　 朋 子
岩 元 　 綾

催 しもの

☎62-0273
開館時間　午前９時～午後６時
　　　　　（水曜日は午後７時まで）
休 館 日　毎週月曜日、2月11日㈰、28日㈬

●おりがみ教室（要予約）
　2月10日㈯ 10時「おひなさま」
●『福』寄席会 
　2月10日㈯ 13時30分
●古文書を読む会
　2月13日㈫、20日㈫、27日㈫、3月6日㈫ 9時30分
●大人のおりがみ教室（要予約） 
　2月14日㈬ 13時30分　「おひなさま」
●≪新≫読書会
　2月17日㈯ 10時「ビブリオバトルに挑戦！」
●映画会
　2月18日㈰ 14時「聲の形」
●英語教室
　2月21日㈬、3月7日㈬ 10時「ケネディ・ウィット」
●アメリカの歴史講座
　2月25日㈰ 13時30分 
●2月の本の展示
　2月27日㈫まで「お菓子の本」
●おはなし会
　3月3日㈯ 10時30分　「お花とおひなさま」
●雑誌リサイクル市
　3月3日㈯～4日㈰

　ダンボールコンポストの作り方や堆肥づくりを
実技を交えて、楽しく学びましょう。
◆と　き／2月24日㈯ 13時30分
◆ところ／渕崎公民館
◆講　師／合田 和稔 氏
　　　　 （香川県地球温暖化防止活動推進センター）
◆対象者／小学生（保護者同伴）から一般
◆参加料／700円（材料費）
◆申込期限／2月20日㈫まで
◆申込・問い合わせ先／
　中央図書館（ほんとぴあ）　☎62-0273

コンポストをつくろう！コンポストをつくろう！

◆と　き／2月24日㈯ 14時
◆ところ／中央図書館（ほんとぴあ）
◆対象者／一般（親子でご参加ください）
◆参加料／無料
◆申込・問い合わせ先／
　中央図書館（ほんとぴあ）　☎62-0273

鈴木潤さんのブックトーク鈴木潤さんのブックトーク
～子どもの本専門店の鈴木さんから
絵本の楽しさ・面白さを学ぼう～
～子どもの本専門店の鈴木さんから
絵本の楽しさ・面白さを学ぼう～

　「オリジナル作品の発表の場がほしい」、「たく
さんの人と感動を共有したい」という方は、図書
館ロビー展にぜひお申し込みください。
　なお、応募者多数の場合は、作品の確認後に展
示作品を決定します。詳しくは、中央図書館（ほ
んとぴあ）にお問い合わせください。
◆対象者／土庄町内に住所を有する方
　　　　　（グループでの申し込み可能）
◆展示期間／平成30年4月～平成31年3月の間

で、図書館が指定した7～14日間
　　　　　　（一名につき原則1回）
◆展示場所／中央図書館（ほんとぴあ）
◆展示物／写真・絵・絵手紙・工芸品など
　　　　 （原則、自作に限る）
◆申込期限／2月27日㈫まで
◆問い合わせ先／
　中央図書館（ほんとぴあ）
　　☎62-0273

平成30年度図書館ロビー展
一般出展者を募集します
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土庄町男女共同参画推進委員会主催
第３回「女子力アップ↑ 塾」受講者募集！
　女子力アップ塾は、さまざまな分野で活躍してい
る方を講師にお招きし、「男女と
もに輝く社会」の実現に向けて学
びあう勉強会です。今回はフラ
ワーショップ「pensée(パンセ)」
の西脇オーナーを講師にお招き
し、東京から移住して感じたこと
などをお話しいただきます。
【日　時】2月25日㈰ 13時30分～15時
【場　所】中央公民館２階 中会議室（託児要予約）
【講　師】西脇 美津江 氏
【内　容】講話「小豆島らしい花屋として･･ 島に来
　　　　　　　 て感じたこと」
　　　　　実習「春の花のアレンジメント」
【参加料】2,000円（実習の材料費）
【持参物】花切りはさみ(工作ばさみも可)
【定　員】30名
【申込期限】2月19日㈪ 17時まで
【申込・問い合わせ先】
　町役場人権推進室　☎62-7015

尾崎放哉生誕記念行事・放哉講話
『洋画家から見た放哉の俳句

～自由と創造～』
　自由律俳人・尾崎放哉は明治18年1月20日、鳥
取県で生まれました。その生誕を記念し、今回は小
豆島出身の画家・山口実氏を講師にお招きして「放
哉講話」を行います。
　山口氏はグループ展『放哉との対峙展』を開催さ
れており、放哉が小豆島でつくった俳句から1句を
選び、それを共通のテーマとして自由に解釈した作
品づくりに励まれています。山口氏をはじめ、小豆
島と関係する画家の皆さんの視点で捉えた「自由な
表現・創造とは何か」について学びましょう。
【日　時】2月17日㈯ 10時～11時30分
【場　所】中央図書館（ほんとぴあ）
【対　象】小学生から一般
【参加料】無料（予約不要）
【問い合わせ先】
　小豆島尾崎放哉記念館　☎62-0037
　町教育委員会事務局生涯学習課
　　☎62-7013

2 月 の 行 事 予 定 2月10日～3月9日

◆ 主な行事 ◆
 2月11日 ●渕崎地区卓球大会
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
　　18日 ●渕崎地区バドミントン大会
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
　　25日 ●オリーブカップフットサル大会
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
 3月9日 ●土庄地区卓球大会
　　　　 フレトピアホール　　　19：00

 2月15日 ●愛の園保育所園庭開放日 10：00
　　　　●親と子の出前歯科健診・歯科相談
　　　　　（先着予約・30組まで）　14：00
　　20日 ●ぴよぴよスクール
　　　　　「子どもの免疫力を高める食事
　　　　　　について」　　　　　10：00
　　22日 ●2月・3月生まれ誕生会
　　　　　（要予約）　　　　　　10：30
 3月6日 ●ピョ～ンと遊ぼうタイム 10：30
　　8日 ●大きくなったね・ありがとう会
　　　　　（予約期限：2月16日まで） 10：00
毎週水曜日 ●絵本の読み聞かせ会
　　　　　（図書館職員）　　　　10：30

 2月13日 ●からだとこころの相談室
　　　　　（要予約）　　　　　　　9：30
　　15日 ●妊産婦・成人歯科健診
　　　　　（要予約）　　　　　　13：00
　　　　●歯みがき教室
　　　　　（H28年1月～3月生まれ） 15：00
　　23日 ●子育て相談（妊婦～子ども） 10：00
　　27日 ●ことばと聴こえの相談
　　　　　（要予約）　　　　　　10：00
　　28日 ●すこやかルーム
　　　　　（Ｈ29年12月生まれ）　10：00
　　　　●助産師のほっと相談室 11：00
 3月7日 ●10か月児健診
　　　　 （H29年5月生まれ）　　9：00
　　　　●4か月児健診
　　　　　（H29年10月生まれ）　9：15

◆ やすらぎプラザ ◆

 2月15日 ●北浦地区高齢者教室
　　　　 北浦公民館　　　　　13：30
　　17日～18日
　　　　●大部地区文化展
　　　　 大部公民館　　　　　 9：00
 3月2日 ●ブリザーブドフラワー教室
　　　　 戸形公民館　　　　　13：30
　　4日 ●土庄町芸能まつり
　　　　 中央公民館　　　　　13：00

◆ 公 民 館 ◆

◆ 子育て支援センター ◆

◆ 相談案内 ◆

固 定 資 産 税 … 第4期分
国民健康保険税 … 第5期分
介 護 保 険 料 … 第5期分
後期高齢者医療保険料 … 第8期分

小豆総合事務所保健福祉課　☎62-1373
●家族相談　※要予約
　　2月23日㈮　　14：00～15：30

香川県弁護士会　☎087-822-3693
●無料法律相談（総合福祉会館）　※要予約
　　2月13日㈫　　14：00～16：30
　　2月27日㈫　　14：00～16：30

高松東年金事務所　☎087-862-3866
●年金相談（中央公民館）　※要予約
　　3月 7 日㈬　　10：00～15：00

●心配ごと相談および交通事故相談
（総合福祉会館）

　　2月20日㈫　　13：00～15：00
　　3月 6 日㈫　　13：00～15：00
●行政相談　　　 （町役場町民相談室）
　　3月 8 日㈭　　13：30～16：00

毎月19日は
「かがわ食育の日」
　　　朝ごはんを食べましょう！

今月の納税

納期限 2月28日
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相　　　談

　※17時30分ごろに集合場所で解散
▶ところ／伊喜末・滝宮・笠滝周辺
▶対象者／平成30年3月に卒業する

島内中高生
▶参加料／2,000円（昼食・保険料）
▶定員／50名（先着順）
▶申込期限／3月12日㈪まで
▶申込・問い合わせ先／
　卒業遍路実行委員会（担当：大林）
　　☎090-2386-1933

自動車事故の被害に遭われた方へ
　自動車事故対策機構（NASVA）
では、自動車事故が原因で脳や脊髄
などを損傷し、重度の後遺障害を持
つため、在宅介護が必要な方に介護
料を支給しています。
　また、交通遺児などへの育成資金
の無利子貸し付けも行っています。
▶問い合わせ先／
　独立行政法人自動車事故対策機構
　高松主管支所
　　☎087-851-6963

国の教育ローン（日本政策金
融公庫）のご案内

お知らせ

　労災保険法において、業務上死亡
された労働者に係る遺族補償給付の
請求権は5年で時効により消滅しま
すが、石綿救済法により、石綿健康
被害を原因として業務上死亡された
労働者に係る遺族請求については平
成34年3月27日まで特別遺族給付
金の請求ができます。
▶問い合わせ先／
　香川労働局労災補償課
　　☎087-811-8921
　高松労働基準監督署
　　☎087-811-8948

石綿による健康被害を受けた
方のご遺族の皆さんへ

全国一斉投資被害110番
▶とき／2月19日㈪ 10時～14時
▶ところ／香川県弁護士会館
　　　　　（高松市丸の内2-22）
▶相談方法／
　①面談相談（予約制）
　　予約ダイヤル　☎087-822-3693
　②電話相談（当日のみ）
　　相談ダイヤル　☎087-802-5228
▶相談内容／
　商品先物取引、未公開株詐欺、
　ファンド詐欺など
▶主催／先物取引被害全国研究会
　　　　香川県弁護士会
▶問い合わせ先／
　香川県弁護士会
　　☎087-822-3693

調停相談会
　金銭貸借や交通事故、土地境界、
夫婦・親子関係などのトラブルに関
する調停相談会を行います。
▶とき／3月3日㈯ 9時～12時
▶ところ／イマージュセンター
　　　　　（小豆島町農村環境改善センター）
▶相談員／
　土庄簡易裁判所民事調停委員
　高松家庭裁判所土庄出張所家事調停委員
▶相談料／無料（予約不要）
▶問い合わせ先／
　土庄調停協会　☎62-5753

　土地や建物、会社・法人の登記事
項証明書の請求は、インターネット
を利用して請求できる「かんたん証
明書請求」をご利用ください。窓口
での請求より手数料がお得になるほ
か、インターネットバンキングや電
子納付対応のATMなどでお支払い
可能です。請求された証明書は、郵
送のほか、最寄りの登記所や法務局
証明サービスセンターでお受け取り
できます。
　詳しくは、「かんたん証明書請求」
で検索またはホームページ（http://
www.touki-kyoutaku-online.mo
j.go.jp）をご覧ください。
▶問い合わせ先／
　高松法務局民事行政調査官室
　　☎087-821-6342

高松法務局からのお知らせ
「登記事項証明書などの請求は
　オンライン手続きが便利です」

　国の教育ローンは、高校・大学な
どへの入学・在学中に係る費用を対
象とした公的な融資制度です。お子
さんお一人につき、350万円以内を
固定金利（平成29年11月現在で年
1.76％）で利用でき、在学期間内
は利息のみの返済とすることができ
ます。
　詳しくは、「国の教育ローン」で
検索していただくか、教育ローン
コールセンターにお問い合わせくだ
さい。
▶問い合わせ先／
　教育ローンコールセンター
　　☎0570-008-656

　申告書にマイナンバーの記載と本人確認書類の提示又は写しの添
付が必要となります。
　税務署へ申告でお越しの際には、マイナンバーカードをお持ちの
方はマイナンバーカード、お持ちでない方は通知カードと運転免許
証などの身分証明書をご持参ください。郵送などによる提出の際は、
それらの写しの添付をお願いします。　

申告にはマイナンバーの記載が必要です！
　小豆県民センターでは、「消費料
金に関する訴訟最終告知のお知ら
せ」と書かれた架空請求詐欺のハガ
キや、お試しのつもりが定期購入と
なってしまった健康食品の通信販売
トラブルなど、さまざまな消費者ト
ラブルの相談が寄せられています。
　消費者相談をお寄せいただくこと
は、トラブルの早期発見や相談者の
被害回復・防止だけでなく、住民の

皆さんの被害防止にもつながりま
す。
　また、自治会や老人会などの団体
向けに「消費者啓発講座」を無料で
実施していますので、どうぞ気軽に
ご相談・お問い合わせください。
▶問い合わせ先／
　香川県小豆県民センター
　（小豆総合事務所北館2階）　　　
　　☎62-2269

小豆県民センターをご活用く
ださい
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※人口は「香川県人口移動調査」によるもので、平成27年国勢調査確定値に基づく人口です。

区　分

人　口
男
女

世帯数

救　　急
出動件数
搬送人員

56件
53人

火　　災
出火件数
焼損面積

1件
178.0㎡

1月1日

13,511
6,328
7,183
5,918

前月比

18
13
5
10

△
△
△
△

前年比

260
146
114
90

△
△
△
△

7ミリ
18ミリ
7ミリ

12月の動き

町内の救急・火災概況（12月分）

4
13
22
31

出 生
死 亡
転 入
転 出

人 　 口
男
女

世 帯 数

1月1日

27,815
13,096
14,719
12,260

13,511
6,328
7,183
5,918

14,304
6,768
7,536
6,342

小豆郡 土庄町 小豆島町

発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分

35件
0人
5人

171件
1人
39人

12月 1月からの累計

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

18ミリ
27ミリ
19ミリ

1月1日～19日 前年比

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

1月20日

1,290,000㎥
580,000㎥
194,000㎥

964,000㎥
519,500㎥
149,500㎥

74.7％
89.6％
77.1％

利水容量 貯水量 貯水率

講座・講習

▶とき／3月9日㈮ 14時～16時30分
▶ところ／香川県県民ホール
　　　　　小ホール棟5階
　　　　　(高松市玉藻町9-10)
▶講師／橋本　望 氏
  　　　（岡山県精神科医療センター
　　　　 依存症病棟医長）
▶参加料／無料
▶定員／250名
▶申込・問い合わせ先／
　香川県精神保健福祉センター
　　☎087-804-5566

平成29年度依存症対策研修会
「依存症の理解 ～今日からで
　きる支援について～」

イベント

卒業遍路2018
　卒業という人生の大きなターニン
グポイントにおいて、小豆島八十
八ヶ所の札所を歩き遍路します。
　詳しくは、Webサイト（http://a
ruki-henro.com）をご覧ください。
▶とき／3月15日㈭ 9時～17時
▶集合場所／
　小豆島町立図書館前 8時または
　富丘八幡神社馬場 8時30分

　小豆島観光協会では月に一度、島
の観光、自然、文化、産業などをテー
マにした「まるごと小豆島」セミナー
を開催しています。
▶とき／2月15日㈭
　　　　14時～15時30分
▶ところ／小豆島ふるさと村
　　　　　ふるさと荘交流センター

▶講師／大塚 一歩 氏
　　　　（NPO法人Totie 理事兼事
　　　　　務局長）
▶参加料／無料（電話申込）
▶申込・問い合わせ先／
　（一社）小豆島観光協会
　　☎82-1775

小豆島観光協会セミナー「"つ
ながる小豆島"が未来を創る～
観光から関係、そして移住へ～」

▶とき／2月14日㈬ 13時～15時30分
　　　　※特別講演 14時～15時30分
▶ところ／土庄町立中央公民館2階
　　　　　中会議室
▶講師／濱野 強 氏
　　　　（京都産業大学
　　　　　現代社会学部
　　　　　教授）
▶参加料／無料
　　　　　（予約不要）
▶問い合わせ先／
　（社福）土庄町社会福祉協議会
　　☎62-2700

土庄町社会福祉大会 特別講演
「笑って!つながって!地域が元気
 に!!～健康長寿社会への挑戦～」

▶とき／2月17日㈯
　　　　15時～16時30分（受付14時～）
▶ところ／小豆島オリーブ公園
　　　　　サン・オリーブ１階ホール
▶講師／舞の海 秀平 氏
　　　　（NHK大相撲解説者）
　　　　（近畿大学経営学部客員教授）
▶参加料／無料（電話申込）
▶定員／200名（先着順）
▶申込期限／2月13日㈫まで
▶申込・問い合わせ先／
　（公社）小豆島法人会
　　☎62-4303

小豆島法人会社会貢献講演会
「決してあきらめない ～現役時
　代のエピソードや挑戦し続け
　ることの大切さを伝える～」

　スポーツは、「プレーする」だけ
ではありません。ボディメンテナン
スやスポーツ栄養、幼児体育指導、
組織運営など、県内外からプロの講
師をお招きし、スポーツと関わり続
けていくためのヒントをお届けしま
す。
▶とき／2月17日㈯ 13時～16時
▶ところ／土庄町総合会館
　　　　　（フレトピアホール）
▶内容／
［基調講演］
　講師：関西ワールドマスターズ

ゲームズ2021組織委員会
［分科会（4テーマ）］
　①怪我を防ぐ準備運動
　②子どもと遊べるプログラム
　③体をつくるスポーツ栄養学
　④人が集まる組織運営
▶定員／各テーマ50～60名
▶参加料／無料
▶問い合わせ先／
　香川県教育委員会事務局保健体育課
　　☎087-832-3762

平成29年度かがわ生涯スポー
ツフォーラム「スポーツと生
きていく」
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彦

豊 島 公 民 館
大 部 公 民 館
戸 形 公 民 館
渕 崎 公 民 館
中 央 図 書 館
子育て支援センター
総合福祉会館
フレトピアホール
小豆島中央病院
土 庄 診 療 所

☎68−2050
☎67−2050
☎62−0108
☎62−5990
☎62−0273
☎62−5990
☎62−2700
☎62−7077
☎75−1121
☎62−1212

健 康 増 進 課
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局

教 育 総 務 課
生 涯 学 習 課
中 央 公 民 館
大 鐸 公 民 館
北 浦 公 民 館
四 海 公 民 館

☎62−1234

☎62−7012
☎62−7013
☎62−0238
☎62−0704
☎65−2050
☎64−5050

福 　 祉 　 課
商 工 観 光 課
出　　納　　室
　債権管理室
建 　 設 　 課
農 林 水 産 課
水　　道　　課
議 会 事 務 局

☎62−7002
☎62−7004
☎62−7005
☎62−7016
☎62−7006
☎62−7007
☎62−7009
☎62−7011

総　　務　　課
企　　画　　課
　少子化対策室
　消費生活相談窓口
税　　務　　課
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票
　衛　生・環　境
　人権推進室

☎62−7000
☎62−7014
　

☎62−7001

☎62−7003
☎62−7010　
☎62−7015

くらしのダイヤル ご用の際は直通ダイヤルへ

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！
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続
き
ま
す
が
、
立

春
を
迎
え
、
暦
の
上
で
は
春
と

な
り
ま
す
。

　
町
長
と
し
て
二
期
目
と
な
る

新
た
な
四
年
間
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
二
〇
一
八
年
は
、
県
民
の
夢

の
架
け
橋
と
し
て
開
通
し
た
瀬

戸
大
橋
が
三
十
周
年
を
迎
え
、

小
豆
島
を
象
徴
す
る
オ
リ
ー
ブ

は
植
栽
百
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
ま
た
二
〇
一
九
年
に
は
天
皇

陛
下
が
退
位
さ
れ
、
元
号
が
新

し
く
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て

二
〇
二
〇
年
に
は
、
期
待
が
膨

ら
む
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
国
民
的
な
節
目
や
関
心

行
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
本
年
は
明
治
維
新
か
ら

百
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
薩
摩
、

長
州
そ
し
て
土
佐
な
ど
激
動
の

時
代
を
駆
け
抜
け
た
志
士
た
ち

は
「
新
た
な
日
本
の
夜
明
け
」

の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
を

創
り
あ
げ
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な

く
地
方
の
志
士
た
ち
で
あ
り
、

地
方
創
生
の
も
と
「
地
方
が
主

役
」
を
合
言
葉
に
、
地
方
か
ら

元
気
を
発
信
す
る
現
在
と
も
重

な
る
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
地
方
創
生
の
ポ
イ
ン
ト
は「
自

ら
考
え
、
自
ら
行
う
」
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
幕
末
の
志
士
た
ち
が
駆
け
抜

け
た
時
代
と
同
様
、
地
方
か
ら

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と

が
、
こ
の
地
域
、
そ
し
て
日
本

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
挑

戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
、
人
気
の
移
住

先
と
し
て
小
豆
島
の
メ
デ
ィ
ア

へ
の
露
出
も
多
く
な
る
に
つ

れ
、
土
庄
町
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え

て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
資
源
や
魅
力
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
こ
の

土
地
に
住
む
人
々
の
努
力
次
第

で
す
。
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
の
期
待
や
想
い
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
こ
の
ま
ち
を

元
気
に
す
る
方
策
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

12
月
21
日
〜
１
月
20
日
受
付（

敬
称
略
）

◎
掲
載
を
希
望
す
る
方
は

　
届
出
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

人
の
動
き
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　表紙を飾ったのは、平成29年
度土庄町成人式実行委員会の皆
さんです。笑顔で取材に応じて
いただきありがとうございまし
た。今年度、土庄町で137名の新
成人が誕生しました。新成人の
皆さん、おめでとうございます。
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